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1緒 論

樹令の古いカキのさし木繁殖は困難である。従来カキのさし木 においては樹令の若いさしほを使 っ

て研究がなされている。すなわち塚本 ら(1959)は5年 生 の実生柿および町田ら(ユ970)は2年 生富

有柿を使用 している。Gardner(1930)はFrenchcarbを 用い樹令の古いさしほは 発根率が低 くな

ることを述べている。

塚本はカキのさし木活着の困難な理由としてタンニ ン含量の多いことを述べている。

本研究では樹令の古いカキを用いて,不 定根形成とタンニン含量の時期的変化が如何なる関係にあ

るかをみるため,さ しほにおける年間のタンニ ン含量の消長 と発根との関係を形態学的な立場か ら観

察 した結果を報告する。

■ 実験材料および方法

1・ 実 験 材 料

富有柿,実 生柿は本学農場において,山 柿は大阪府箕面公園において採集 した。富有柿および山柿

の1年 生実生柿の幼苗,ま た富有柿は25年 生,実 生柿は21年 生のものを使用 した。

2.方 法

さ しほ,昭 和44年4月 か ら12月 まで の各 月 の10日 ～15日 に採 集 した さ しほ は長 さ15cm前 後 に そ

ろえ,着 葉 数 を2～3枚 に した 。 そ の さ しほを さ し木 前 に 王BA(100PPm,50PPm),ビ タ ミ ンB1

(0.1%,0・05%)の 溶 液 お よ び水 に24時 間 浸 漬 した。 な お標 準 区 と して 水 を使 用 した 。 各 区共 処 理

個 体 数 は6～7本 と した 。

さ し木 の 管 理 。 素 焼 鉢 にバ ー ミキ ュ ライ トを入 れ さ し木 し,適 湿 保 持 の た め 塩 化 ビニ ー ル袋 で さ し
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木 した素焼鉢を覆い,さ し木後の高温乾燥には注意 して充分に潅水を した。

黄化処理。4月8日 萌芽前の実生柿の枝の先端の2～3芽 を除去 し,こ れに次 ぐ2～3芽 に黒色の

紙袋(20×30cm)を 冠せ,日 光を遮断して新梢の黄化伸長をはかった。 また対照とした無処理区の

新梢が約 ユ5～16cmに 伸長 した頃の5月!8日 に処理区の紙袋を除去 し,新 梢の緑化をはか った。こ

の際,除 袋と同時に新梢の基部約5～6cmの 幅に黒布をまいて 日光遮断を続けた。 新梢緑化後,6

月21日 と7月3日 にその材料を採集 し,前 記の如 くIBAお よび ビタミンB1処 理 してさし木 した。

富有柿および山柿の1年 生実生の幼苗。昭和44年2月 に発芽 し始め4月 下旬には本葉4～5枚 を生

じ,こ れをさしほとして,IBA(100PPm,50PPm)ビ タミンB1(0.1%,0.05%)お よび水に24時

間浸漬後4月25日 にさし木 した。

3.タ ン ニ ン 定 量

さしほを採集 した際にLoeventha1法 によりタンニン定量を行 った。

さ しほの葉と茎 とは別個に定量を行 った。富有および実生柿の新梢の葉のタンニン量の測定は新梢

萌芽後の昭和44年4月 か ら10月 までの期間行 った。11月 以後は落葉のため行わなかった。 茎のタン

ニ ン量の測定は4月 か ら12月まで葉 と同様各月10日～ユ5日に測定 した。山柿は4月 には完全な萌芽を

見なかったので5月 以降測定 した。

黄化処理 した実生柿は5月,6月,7月 の3回 にわた って測定 した。 この うち6.月,7月 の茎にお

いては5月18日 黒袋除去後,緑 化 した茎の部分と除去後黒布をまいて黄化処理を続 けた部分とに区別

して測定 した。5月 の測定値は除袋時の黄化 した葉および茎の測定を した。

次に富有の一年生実生の幼苗についても同様に測定 した。 しか し一回の測定に100本 位の個体数を

必要 とするため,5月20日 および6月17日 の2回 しか測定は行われなかった。

黄化処理区の実生柿の測定は5月18日,6月21日,7月3日 の3回 行 った。

皿 実 験 結 果

実験1.さ しほのタンニ ン含量の時期的変化

第1表 無処理 区におけるさ しほの葉 と茎 のタ ンニ ン含量の時期的変 化

測定月
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葉

さ し ほ の 茎

測 定 日

葉

さ し ほ の 茎

測 定 日

葉

さしほの茎



さしほの採集時期における葉 と茎のタンニ ン含量の各月の測定結果は第 ユ,2,3表 のとお りである。

1.無 処理区の場合

無処理区における実生柿,富 有柿および山柿のさしほの葉 と茎のタンニ ン含量の時期的変化を第1

表より図示すると第1,2,3図 のとおりである。

さしほの葉のタ ンニ ン含量は4月14日 より漸次増加 し,実 生柿の場合7月12日 に,富 有柿の場合6

月14日 に最 も多 く,以 後両者 とも漸次滅少 し9月 に最低となる。その後10月 にはやや増加 した。 しか

し最 も多い時期のタンニン含量は実生柿の場合が富有柿の場合 より多かった。山柿の場合5月15日 に
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第 ユ 図 無処理 区にお ける実 生柿 のさ しほの葉 と茎 の タンニ ン含量 の時期的変 化
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無 処理区におけ る富有柿 のさ しほの葉 と茎 の タンニン含量 の時期的変化



第3図 無処理区における山柿のさしほの葉と茎のタンニン含量の時期的変化

最も多 く以後漸次滅少 し8月11日 に最低 となり9月 に再び増加 した。山柿 のさしほのタンニン含量の

時期的変化は実生柿および富有柿の場合 とは著 しく異なる。

さしほの茎のタンニ ン含量は実生柿の場合5月 か ら7月 において最も多 く,以 後漸次滅少の傾向を

示す。富有柿の場合6月 において最も多 く,以 後9月 まで漸次滅少 し10月 に再びやや増加 した。山柿

の場合5月 よ り漸次滅少 し8月 に最低 となり,9月 に再び増加 した。山柿 の茎のタンニ ン含量の時期

的変化は,葉 の場合 と同様,富 有柿および実生柿の場合と著 しく異な り,ま たタンニ ン含量も少い。

2.黄 化処理の場合

実 生 柿 に つ い て5月18日,

2表 の と お りで あ る。

6月21日,7月3日 の3回 タ ンニ ン含 量 の 測 定 を 行 った,そ の 結 果 は第

第2表 黄化処理区 におけ るさしほの葉 と茎 の

タンニ ン含量の時期的変 化

塵"
黄 化 し た 葉

黄 化 し た 茎

緑 化 し た 葉

緑 化 し た 茎

黄化 した葉 と緑化 した葉のタンニン含量は前者が少い。緑化 した葉 と無処理区の葉のタンニン含量

を比較すると,6月 において,緑 化 した葉の場合は0.074mgに 対 し無処理区で は0.051mgで 少い

傾向を示 した。 また黄化 した茎と緑化 した茎のタンニン含量は前者 が少い。これを無処理区のさしほ

の茎 と比較すると,6月 において,緑 化 した茎の場合は急激に増加 し0.030m9に 対 し無処理区では

0。018mgで 少い傾向を示 した。

3.富 有柿の一年生実生柿の幼苗の場合

5月20日,6.月17日 の2回 タ ンニ ン含 量 の測 定 を行 った。 そ の 結 果 は 第3表 の と お りで あ る。
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第3表 実生の一年生幼苗のさしほの本葉と幼茎の
タンニン含量の時期的変化

}＼

富有柿の実生

の一年生幼苗

幼 茎 の タ ンニ ン含 量 は5月20日 に0.018mg,6月 に0.004mgを 示 した 。 これ は 無 処 理 の 実 生 柿 ・

富 有 柿 お よ び 黄 化 処 理 区 に 比 較 す る と少 い傾 向 を示 した。

実験2・ さしほのカルス形成および不定根形成

1.さ しほのカルス形成

昭和44年4月 か ら12月までの富有柿,実 生柿,山 柿のさし木において第4表 に示す如 く,6月 と7

月ざしのものにカルス形成 が観察された。

第4表 さしほにおけるカルス形成および不定根の原始細胞群の個体数塾
＼ .罪 ＼ 種

黄 化 処 理

宝 倖 縮

無 処 理

宰 体 縮 宣 右 祐 山 楠

さ しほ個体 数:黄 化処理 区,各5本

無 処 理 区,各7本

():原 始細胞 群形成個体数

a無 処理区の場合

実 生 柿 の さ しほ の場 合 。IBAユ00PPm・6月12日 ざ し,IBA50PPm・7月14日 ざ し,ビ タ ミ ン

B10.ユ%6月12日 ざ し,ビ タ ミ ンB、0.05%・7月14日 ざ しに カル ス 形 成 個 体 数 が 多 い 。 換 言 す れ

ば,IBAが 高 い濃 度 で は6.月12日 ざ しに,低 い濃 度 で は7月14日 ざ し に カ ル ス 形 成 個 体 数 が多 い 傾 向

を 示 した 。 標 準 と した 水 処 理 で は6.月12日 ざ しに3個 体 カ ル ス形 成 が 観 察 され た(第4図 一A)。

富 有 柿 の さ しほ の 場 合 。IBA50PPrn・6月12日 ざ し,ビ タ ミ ンB10.1%・6月12日 ざ しと7月

14日 ざ しに各2個 体 カル ス形 成 が観 察 され,標 準 と した 水 処 理 で は6月12日 ざ しで1個 体 カル ス 形 成

が 観 察 さ れ た(第4図 一B)。
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第4図 さ し ほ の カ ル ス 形 成

A・ 無処理 区 ・水処理 の6月12日 ざし(実 生柿)

B・ 無処理区 ・IBA50ppm処 理の6月12日 ざし(富 有柿)

C・ 無処理 区 ・水処 理の7月15日 ざ し(山 柿)

山 柿 の さ しほの 場 合 。IBA50PPm・7月15日 ざ し,ビ タ ミ ンB10.1%と0.05%・7月15日 ざ

し,標 準 と した 水 処 理 で7月15日 ざ しに カル ス形 成 が 多 く観 察 され た(第4図 一C)。



b黄 化処理区の場合

実 生柿 を材 料 と して実 験 を 行 った。IBA50PPm・7月3日 さ しに2個 体,標 隼 と した 水 処 理 で7

月3日 ざ しに2個 体 カル ス 形 成 か 槻 察 され た。

2さ しほの不定根形成

実生柿,富 有柿,山 柿 とも無処理区およひ黄化処理区において発根 した個体はなかった。

さしほの基部の内部形態。無処理区の実生柿において,水 処理て6月12日 さ しの1個 体に不定根の

原始細胞群か観察された。第5図 に示す如 く原始細胞群の先端に根側間隙か形成 されない。

第6図 一 年4実 生 の さ し ほ の 発 根

D富 有E山 柿

一方,富 有柿およひ山柿の実生一年哲幼苗を4月25日 にさし木 し,5月9日 に調査 した結果発芽率

は100%で あった(第6図 一D,E)。 また5月9日 におけるさしほの基部の不定根の原始細胞群の横

断は第7図 のとおりてある。この場合は不定根の先端に根側間隙(R)が 形成 された。
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第7図 一年生実生(富 有)の さしほの不定根の横断

F.4月25日 ざ し5月9日 観察 一発根

G・4月25日 ざ し5月9日 観察一不定根 の原始細胞群

R・ 不定根 の根側間隙

IV考 察

本実験ではカルス形成は6月 と7月 に多 く形成 され,ま た実生柿(21年 生)の さし木で6月12日 ざ

しのものに原始細胞群を形成 した。 これをタンニン含量の時期的変化と比較すると,タ ンニン含量は

無処理区の場合実生柿では7月 に,富 有柿では6月 に最高 となる。町田ら(1970)は6月 において,

塚本 ら(1960)は7月 においてカキの発根率の高いことを報告 している。 塚本6)は タンニン又は揮

発性油を多量に含んでいる植物は発 根 困難であることを報告 している。本実験においても,町 田ら

(1970)お よび塚本 ら(1960)の 結果と同様,さ しほの タンニン含量の時期的変化で最 も多い時期に

カルスおよび不定根の原始細胞群が形成 された。

さしほを黄化処理するとタンニン含量は,無 処理区の ものに比較すると,減 少 したが黄化処理区で

は不定根の原始細胞群は形成されず,ま たカルスの形成 も少い傾向を示 した。町田らは2年 生の富有

柿,塚 本 らは5年 生の実生柿のさしほの黄化処理で発根率が高 くなることを報告 している。本実験で

は1年 生の実生柿 と山柿のさしほの4月25日 さしでは,IBA処 理,ビ タミンB1処 理,水 処理 とも,

発根率は100%で あ った。この場合のタンニ ン含量は無処理区のさしほより少 く,ま た黄化処理区の

さしほより多か った。Gardneτ(1930)はFrenchcrabで 樹令3ケ 月のものでは発根率98%で ある

が,3年 生のものでは1%に 減少 したことを報告 している。本実験では実生柿は21年生,富 有柿は23

年生,山 柿は50年以上のものを使用 したため不定根形成がわるか った ものと思われ る。

不定根の原始細胞群を形態的に観察すると,不 定根の原始細胞群が形成 され るがその伸長が抑制さ
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れ,ま たその周囲に根側間隙が形成 されない。池上(1969)は マツバボ タンの不定根の原始細胞群の

伸長はメチオニ ン,グ ルタミン酸やアスパラギ ン酸を培養液に添加 した場合 に抑制され ることを報告

している。カキの場合,こ の実験結果か らは推測はできないが,タ ンニンの多いことが不定根の原始

細胞群の伸長の抑制の主な要因であるが,ま た タンニン含量と不定根形成部位の分裂機能の程度との

不均衡によるものと思われる。

V摘 要

本実験はカキのさしほにおける年間のタンニン含量の消長 と不定根形成 との関係を形態学的な立場

か ら観察 した。

1.無 処理区の富有柿,実 生柿のさしほのタンニン含量は6月 および7月 に急激に増加 したが,山

柿の場合は逆に減少 した。また黄化処理 したさしほのタンニ ン含量は無処理の場合よ り減少 した。

2.カ ルスは6月 および7.月 ざ しのものに形成 され,不 定根の原始細胞群 は無処理区の6月12日 ざ

しのものに形成 された。

3.不 定根の原始細胞群の先端には根側間隙が形成 されず,そ の伸長は揮制された。

4.一 年生の実生柿や山柿のさしほは,工BA処 理,ビ タミンB1処 理,水 処理 とも,発 根率は100

%で あった。
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